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前報（上原・鈴木，l998a）に続いて，1998年4～9月における野外観察と揺藍の室内飼育
の結果に基づいて，本州中部地方4県（富山・石川・岐阜・長野県）に生息するオトシブミ亜
科とアシナガオトシブミ亜科（鞘趨目，オトシブミ科）計8属20種の寄主植物（食用植物を含
む）計156種（うち13種は，Uehara＆Suzuki,準備中で新たに記録される）を報告した．本
科の寄主植物選好性をめぐる若干の一般的問題を議論した．
キーワード：鞘趨目オトシブミ科，オトシブミ亜科，アシナガオトシブミ亜科，寄主植物，
食用植物．
Atotalofl56（includingl3newiUehara＆Suzuki,inpreparation）hostplants
（includingedibleplants）of20speciesbelongingto8generaofthesubfamilies
ApoderinaeandAttelabinae（Coleoptera，Attelabidae）in4Prefectures（Toyama
lshikawa，GifuandNagano）oftheChObuDistrict，CentralHonshu，Japan，were
additionallyreportedbasedontheresultsofthefieldobservatlonandofbreedingoi
cradlesunderthelaboratoryconditionmadefromApriltoSeptember，1998．Some
generalproblemsofhostplantpreferenceintheattelabidweevilsarediscussed・
Keywords：Coleoptera，Attelabidae，Attelabinae，Apoderinae，hostplant，edibleplant．
1．序
，本州の中部地方4県（富山筆者らは，1”5年以降 地方4県（富山≦
石川・岐阜・長野県）および中国地方（島根・鳥取県》
の各地でオトシブミ科（鞘迩目）のオトシブミ亜科
Apoderinaeとアシナガオトシブミ亜科Attelabinae
（以下両亜科をオトシブミ類と総称する）の計10属22
種の揺藍形成行動を観察するとともに，寄主植物選好
性を調査してきた．特に富山県下の特定の数箇所にお
いては，そこに生息するオトシブミ群集の種構成を明
らかにし，かれらの生活環と寄主植物の利用状況をか
なり徹底的に追跡調査してきた．オトシブミ類の揺藍
形成戦略は，各生息地の植生環境やかれらの利用する
寄主植物の種類構成およびフェノロジーとひじょうに
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密接な関係を持っていることが次第に明らかになって
きた（鈴木・上原，1997a，b，1998；上原・鈴木，
l998a，b，c）．
オトシブミ類の食性の範囲は，ごく限られた種類の
植物を利用する狭食性の種から多種の植物を利用する
広食性の種まで変化に富む．筆者らは，植食性昆虫の
食性に関するBernays＆Chapman（1994)の分類と
定義に基づいて，オトシブミ類の食性を単食性
monophagy，狭食性oligophagyおよび広食性
polyphagyに大別し，それぞれにさらに便宜的に2
ないし4つの亜群を認め，計8群を区別した（鈴木・
上原，1弱7a，1998）．オトシブミ類の生活史戦略は，
生息地の植生環境に大きく依存するが，かれらの寄主
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植物の利用範囲とその利用形態は，特に広食性の種の
場合，地域ごとに大きく異なっている．しかも，植生
環境は経時的に変化するから，オトシブミ類の食性と
寄主植物選好性の進化を考究する基礎資料を得るには，
各種の寄主植物を地域ごとに詳細に把握することが不
可欠となると同時に，同一地域における両者の関係を
経時的に調査することも必要になってくるであろう．
本稿では，前報（上原・鈴木，1998a）に続いて，
1998年に本州中部地方4県下で筆者らが確認したオト
シブミ類8属20種の寄主植物を報告するとともに，各
種の寄主植物選好性について，これまでの観察結果を
もとに現時点での問題点を議論する．なお，前報と本
報のそれぞれ表lで*印を付した植物は，いずれも筆
者らが初めて記録したものであり，Uehara＆Suzuki
（準備中）で正式に報告されるものである．新記録の
寄主植物の公表に時間的なズレが生じたのは遺憾であ
るが，過去の文献記録の記載水準があまりにまちまち
であるため，ある寄主植物の初記録の認定に多大の困
難を来したためである．過去の文献記録の取り扱いに
関して，筆者らはいくつかの提言を行った（鈴木・上
原，1998）．
11．結果および考察
i，本jllll中部地方におけるオトシブミ類の寄主植物
表1に，1998年4月下旬～9月下旬に，富山・石
川・岐阜・長野4県下各地で行ったオトシブミ類8
属別種の寄主植物と揺藍の調査結果を示した以下，
オトシブミ類各種の寄主植物について，表lに示し
た今回の調査結果を含めて，既知見に基づいて特記
すべき事柄について簡単に述べる．各種の和名の後
の［］内に本論文で報告するものも含めた既知寄
主植物の科数・属数・種数を示した．ここで挙げる
数字は，1鉛8年10月時点における数字である．なお，
1998年は，アシナガオトシブミ亜科のビロードアシ
ナガオトシブミ飯ﾉ"α/0/α伽s(Ca/0/α6"sﾉ“”〃s
（Roelofs,1874）とアシナガオトシブミP〃α/”“
”戒〆？”sRoelofs,1874については，観察の機会が
得られなかった．
1．ナミオトシブミ［5/9/23＜］
本種の寄主植物には，カバノキ科とブナ科の多く
の種の他，クルミ科，ニレ科，イラクサ科の一部の
種が知られている．今回，カバノキ科のミズメ，イ
ヌシデ，ハシバミの3種が新たに追加された
（Uehara＆Suzuki,準備中）．また，富山県下か
らは初めてカバノキ科のヤハズハンノキとクマシデ
も記録された．本種は，富山県剣岳山麓の馬場島
98
（標高約750m）のごく限られた場所で，少なくと
もカバノキ科9種，クルミ科1種を利用しているこ
とが明らかになった．なお，ニレ科とイラクサ科は，
多くの研究者が報告しているが，いずれも河野（19
28）による北海道での記録を引用しているのではな
いかと推測される（Cf鈴木・上原，l997b)．筆者
らは，これまでのところ，本州中部地方ではこれら
2科では揺藍形成も摂食も観察していない．
2．ヒメクロオトシブミ［11/26/50＜］
3．セアカヒメオトシブミ［14/32/“＜］
以上の2種は，いずれもきわめて広食性であり，
しかもほとんどの寄主植物が共通している．両者の
関係については，分類学上未解決の問題が多く残さ
れている（鈴木・上原，l997a；上原・鈴木，l998
b)．これら2種については，体色についてそれぞ
れいくつかの型が知られているが，それらの各々の
地理的分布と寄主植物選好性を今後さらに詳細に調
査する必要がある．長野県の霧ヶ峰高原（標高15叩
、）において，ヒメクロオトシブミのf〃成形ﾉ""s
（Roelofs,1874）およびfW"“"”耐s（KOno,1930〉
の寄主植物として1997年までと同様ツツジ科のレン
ゲツツジを記録したが，茅野市白樺湖周辺でも同植
物を利用している個体群を観察した．本種は，霧ヶ
峰高原ではノイバラ（バラ科）を利用している個体
はまったく発見できなかったが，同所的に生息して
いるｾｱｶﾋﾒｵﾄｼプﾐはノイバラの他キンミ
ズヒキ・ミヤマニガイチゴ・ワレモコウなど種々の
バラ科植物を利用しているのが観察された（上原・
鈴木，1998b）．一方，長野県下のヒメクロオトシ
ブミが単独で生息する場所では，ノイバラが普遍的
に利用されているのを観察したなお，ヒメクロオ
トシブミは，富山県下では全く発見されていない
富山県下には，セアカヒメオトシブミの迩鞘が赤褐
色の典型的な個体の他に，標高700m以上の場所に
は全体黒色の個体（f〃吻赦0“SuzukietUehara，
1998）が出現する（上原・鈴木，l998a，b）．筆
者らは，このfノ"0噸“/"sを富山県以外では長野
県霧ヶ峰高原で発見しているが，初めて石川県の吉
野谷村瓢箪山（標高約17mm）においてもヒメヤシャ
ブシとクマイチゴ上で発見した．なお，富山県の馬
場島では，セアカヒメオトシブミがひじょうに狭い
一地域においてカバノキ科，ミズキ科，ツツジ科，
ブナ科隻，タデ科鍾，バラ科今，ヤナギ科，ユキノシタ科
の計8科10種以上の植物を利用していることを観察
した．さらに，f脚0""CO“の出現する個体群と
出現しない個体群とでは，寄主植物の利用範囲にか
本州中部地方に生息するオトシブミ類（鞘趨目，オトシブミ科）の寄主動物（11；
なりの違いが見られ，いわゆる寄主品種hostrace
レヴェルの分化が起こっている可能性の高いこと
が認められた（Uehara＆Suzuki,準備中）．
4．ウスモンオトシブミ［6/7/7］
本種は，富山県下ではキブシ（キブシ科）上で普
遍的に観察されるが，1997年6月にゴンズイ（ミツ
バウツギ科）でも揺藍採集した（上原・鈴木，1998
b）．1998年5月，富山県下では今回初めてミツバ
ウツギ（ミツバウツギ科）上からも揺藍を採集した．
なお，キブシでは両裁型と曲裁型の両型の揺藍が普
通に観察されるが，ゴンズイでは曲裁型しか観察し
ていないまた，ミツバウツギでは，少数ではある
が，両型の揺藍が観察された
5．ムツモンオトシブミ［2/8/14］
本種は，キク科とシソ科の一部を寄主植物とする．
キク科とシソ科のように系統的に直接的関係のない
植物を寄主とする昆虫の食性は，分離狭食性dis‐
Junctoligophagyとして知られているが，両科に
は本種を含めた特定の植食性昆虫を誘引する共通の
化学成分が含まれている可能性がある（Suzuki＆
Uehara,準備中）．そのような昆虫は他にも種々知
られている．長野・富山両県下では，シオン属のゴ
マナ（キク科）とそれに近縁と思われる種を寄主植
物として広く利用している他，ヒキオコシ類やアキ
ギリなどシソ科植物を利用すること力確認されている．
6．ウスアカオトシブミ［29/45/63＜］
本種の寄主植物としては，従来10科未満の植物が
知られていたに過ぎないが，筆者らは多くの科を追
加し（Uehara＆Suzuki，準備中；上原・鈴木，19
98a），1998年の調査においてもイヌシデ（カバノ
キ科），ツリバナ（ニシキギ科），サワグルミ（ク
ルミ科），ミヤマアオダモ（モクセイ科）およびミ
ヤマハハソ（アワブキ科）を新たに確認した
（Uehara＆Suzuki，準備中）．いずれも，成虫を
確認していないが，揺藍の裁断型が本種に特徴的な
曲裁型（他種の曲裁型とは曲線の形状が微妙に異な
る；Uehara＆Suzuki，準備中）であること，揺藍
の発見された場所が本種の生息地内であることから，
本種の寄主植物であることはほぼ確実であると推定
された．クルミ科とアワブキ科の2科は，1997年末
までの調査では，まったく知られていなかった．本
種の寄主植物の範囲は，オトシブミ・アシナガオト
シブミ両亜科のうちもっとも広く，上記2科を新た
に追加すると計29科にも及ぶ．本種は，寄主植物の
選択において，他種とは本質的に異なる戦略を採っ
ているものと考えられる（Suzuld＆[恩]ala，準備中)．
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7．ゴマダラオトシブミ［2/4/7＜］
本種は，寄主植物としてもっぱらブナ科のみを利
用することが知られていたが，筆者らは，1996年と
1997年の7月下旬に富山県立山弥陀ケ原湿原（標高
約2”、）でカバノキ科のミヤマハンノキを初めて
記録した（Uehara＆Suzuki，準備中；Cf上原・
鈴木，1998a）．本種は，1998年5月下旬の調査で
も，上市町大岩の低丘陵地で同じカバノキ科のサ『フ
シバを利用して形成された本種の揺藍を確認した
（Uehara＆Suzuki，準備中）．つまり，典型的な
分離狭食性の種である．以上の観察事実から，本種
は，少なくとも北陸地方の低地～山岳地帯では生
息地の標高差とそれに伴う植生環境の変化に応じて，
主な寄主植物を転換している可能性のあることを示
唆するものである（Suzuki＆Uehara，準備中）．
8ヒメゴマダラオトシブミ［2/5/6］
本種は，主にケヤキやオヒョウなどニレ科植物を
利用する．筆者らは，1998年の調査で初めて，長野
県下でハルニレ（既知記録）を利用して造られた本
種の揺藍を多数発見した．中村（1958）は，ブナ科
のカシ（アカガシ）を他者の観察例として間接的に
報告しているが，その後ブナ科の報告はまったくな
く，その信腫性は疑わしい筆者らも観察していな
い．もしも，本種がニレ科のみを利用しているので
あれば，典型的な狭食性の種ということになる
9ヒメコブオトシブミ［3/3/7］
本種の寄主植物は，ほとんどイラクサ科に集中し
ている．しかし，本種の越冬成虫が晩春～初夏の頃
にニレ科のケヤキの葉を好食することは，筆者らも
観察しているとおりである（Suzuki＆Uehara準
備中）．しかし，後に再述するように，ケヤキでは
揺藍形成はまったく観察していない本種も、典型
的な分離狭食性の種である．的場（1983）は，和歌
山県下でミカン科のコクサギから採集されることを
報告しているが，揺藍形成は確認していないので，
ケヤキ同様食用植物である可能性が高いなお，イ
ラクサ科とニレ科を寄主植物としている種としては，
オトシブミ類では北海道に生息するナミオトシブミ
があるが，既述のように，また本種とは逆にイラク
サ科は食用植物である可能性が高いもしも，ニレ
科とミカン科が食用植物であるならば，本種はむし
ろ典型的な狭食性の種であるということになる．
10．エゴツルクビオトシブミ［1/l/2］
日本産オトシブミ類中，唯一単食性と言える種で
ある．北陸地方では，エゴノキは普遍的に分布する
がハクウンボクはそれほど多くない両者が同所的
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に見られる場所も少ない本種は，北陸地方ではこ
れら2種の植物のみを利用するが，両者の葉の質は
かなり異なり，両者の揺藍も外観上かなり異なって
いるから，今後かれらの揺藍形成戦略を比較的に検
討する必要があろう．また，エゴノキの葉を巻く場
合には，通常は曲裁型の揺藍を形成するが，場所に
よって両裁型も形成されることがある（Uehara＆
Suzuki，準備中）．
1Lアカクビナガオトシブミ［3/7/13＜］
本種は，富山市呉羽丘陵（城山および古沢）で，
バラ科のエドヒガンザクラとウシコロシを利用して
多数の揺藍を形成するのが確認された（上原・鈴木、
l998a）．1998年の調査で，長野県下各地ではズミ
（バラ科）が広範に利用されていることが明らかに
なった．本種の既知の寄主植物は，バラ科がほとん
どであるが，グミ科（千国，1957；写真より推定：
鈴木・上原，1997b）とミズキ科（河野他：Cf鈴
木・上原，1997b）の報告がある．富山県下では，
グミはかなり広く分布しているが，これまでのとこ
ろ本種の摂食も揺藍形成もまったく観察していない
12．キイロヒゲナガオトシブミ
13．ヒゲナガオトシブミ
研究者によって両種の分類学的扱いが異なってい
るため，これら2種の寄主植物の文献上の記録の扱
いも混乱をきわめている（Cf,鈴木・上原，l997ao
b）．キイロヒゲナガオトシブミをヒゲナガオトシ
ブミのシノニムと見なす研究者も少なくないした
がって，ヒゲナガオトシブミの寄主植物には，キイ
ロヒゲナガオトシブミのそれが紛れている可能性が
ある．筆者らは，西治(1993)と同様，両者を別種で
ある可能性が高いと考えている．その理由は，体色
によって区別が可能であることと，両者がしばしば
同所的に生息しているにもかかわらず寄主植物の範
囲が互いにかなり異なっていることにある．両者の
寄主植物は，部分的に重なり合っているが，必ずし
もそれらの全てを共通に利用しているわけではなく，
ある程度のすみ分けが認められる．前者の方が後者
よりも寄主植物の範囲がかなり広いことが明らかに
なってきたが，同一生息地における寄主植物の構成
は，生息地によってかなり片寄っているように思わ
れる．いずれにせよ，両者の関係は，今後分類学的
な見地からはもちろん，寄主植物選択を軸とする生
活史戦略の全般から検討される必要があるであろう
14．ルイスアシナガオトシブミ［4/5/5＜］
長野県下で，ハルニレより初めて本種の揺藍を得
た．本種の揺藍は，完成後切り落とされる場合と枝
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上に残される場合とがある．
15.コブルリオトシブミ［3/3/3＜］
筆者らは，1998年7月下旬，長野県南安曇郡安房
峠で，カエデ科のイタヤカエデ（既知記録）の葉を
利用して揺藍を形成していた本種を初めて採集した．
富山県上市町大岩でも，イタヤカエデの葉に本種の
ものと思われる裁断線痕を複数発見したが，成虫は
確認できなかった．本種の揺藍構造については別稿
で報告する予定である（Suzuki＆Ubhara，準備中)．
16ナラルリオトシブミ［1/2/5＜］
本種は，ブナ科のクリやミズナラ上でかなり普遍
的に揺藍形成を行っていることが明らかになってき
た裁断線痕の変異性などについては，別稿で報告
する予定である（Suzuki＆Uehara，準備中）．
17．ハギルリオトシブミ［2/3/5］
本種の揺藍も1998年に初めて採集した．本種の揺
藍構造と裁断線痕の変異性については，別稿で報告
する予定である（Suzuki＆Uehara，準備中）．
18．ケシルリオトシブミ［2/2/4］
筆者らは，本種の寄主植物として，富山県下では
カバノキ科のシデ類を記録している（鈴木・上原，
1996；上原・鈴木，1998a）．1998年の調査では，
魚津市片貝川上流地域で，4月下旬から5月下旬に
かけてノイバラ（バラ科）の新葉に揺藍形成中の成
虫を多数発見した．本種の揺藍構造と裁断線痕の変
異性については，別稿で報告する予定である
（Suzuki＆Uehara，準備中）．
19．ルリオトシブミ［7/8/11＜］
1996年の筆者らの調査では，富山県利賀村水無に
おいて，本種が形成したと思われるツタウルシ（ウ
ルシ科）の葉に造られた揺藍と多数の裁断線痕を発
見していたが，成虫を確認できなかった（鈴木・上
原，1996）．ところが，1998年5月下旬に大山町有
峰において，本種の成虫がツタウルシを利用して揺
藍を形成するのを確認し，同年7月中旬，岐阜県上
宝村大多和峠で，本種の成虫が同じウルシ科のヤマ
ウルシを利用して揺藍を形成するのを発見した．さ
らに，8月上旬には石川県吉野谷村瓢箪山でもヤマ
ウルシの葉に造られた揺藍を発見した．1996年に利
賀村水無で観察したツタウルシの葉で造られた揺藍
も，本種の形成したものであることはこれでほぼ確
実になったと思われる．これらの寄主植物上に残さ
れた裁断線痕の変異性については，別稿で報告する
予定である（Suzuld＆Uehara，準備中）．
20．カシルリオトシブミ［15/20/31］
本種は，前種と寄主植物がかなり共通しているよ
仁州中部地方に生息するオトシブミ類（鞘遡目オトシブミ科）の寄王動物（皿
うに思われてきたが，イタドリとオオイタドリ以外
は，あまり共通の植物はないしかも，次項で述べ
るように，前種とはかなり異なる生活史戦略を採っ
ていることが明らかになってきた（Suzuki＆Uehara
準備中）．表2に示すように，多くの食用植物を観
察した
n．オトシブミ類の寄主植物と食用植物一オトシブ
ミ類の食性の多様性一
植食性昆虫における寄主植物の定義をめぐっては
研究対象やその研究者によってしばしばその扱いが
異なっている（Cf片倉ら，l的7；HOS皿〈awa,1983)．
植食性昆虫の利用する植物は，一般に，自然状態で
幼虫，成虫ともに摂食し，それだけで世代を完了す
ることができる寄主植物と，特定の発育段階でのみ
摂食し，それだけでは世代を完了できない食用植物
とに大別することができる（上原・鈴木，l的8a）。
筆者らは前報で，オトシブミ類の場合，通常野外で
成虫が摂食する植物が揺藍形成にも利用されること
が多いことから，成虫の摂食のみで揺藍形成の確認
されていない植物も寄主植物の記録に含めて扱った
（鈴木・上原，1997b；上原・鈴木，l998a）
筆者らは，最近，ヒメコブオトシブミ（オトシブ
ミ亜科）とカシルリオトシブミ（アシナガオトシブ
ミ亜科）の2種において，限られた時期ではあるが
成虫による盛んな摂食を観察しているにもかかわら
ず，揺藍が全く形成されることのない植物を，特に
後者については多数発見したそこで，本稿では，
オトシブミ類の利用する植物について，揺藍形成中
の雌成虫を同時に観察するかあるいは採集した揺藍
からの成虫の羽化を確認するか，少なくとも一方の
場合を寄主植物hostpla“成虫による摂食のみ
が確認された場合を食用植物edibleplantと区別
して扱うこととした．表2には，上記2種について
野外で成虫の摂食のみを確認した食用植物の観察デー
タを示した．さらに今後の議論の叩き台とするた
めに，表3に日本産オトシブミ類の食性についての
筆者らの分類を示した（鈴木・上原，1998）．
ヒメコブオトシブミ：富山県婦負郡八尾町三田で
は4月下旬から5月上旬の短い期間に，本種の越
冬成虫がケヤキの新葉を盛んに摂食するのを確認し
た．一方，5月中・下旬以降，特に7月～9月上旬
には多数の個体がイラクサ科植物を利用して揺藍が
形成するのを確認しているが，その時期にはケヤキ
はまったく利用されていなかった（上原・鈴木，19
98a；Suzuki＆Uehara，準備中）．
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カシルリオトシブミ：富山県中新川郡立山町芦喉
寺の常願寺川沿いの林道で，7月中旬から8月上旬
にかけて，本種の成虫がキク科のヤマヨモギ群落に
多数集まり，盛んに葉を摂食しているのを確認した
顕著な食痕が多数見られたが．葉片が裁断さ↑した形
跡は全く観察されなかったまたこの生息地内で
はヤマヨモギの他にアキチョウジ、クロハナヒギ
オコシ（シソ科ハウナギツカミ．オオイメγ－
（タデ科），ミズダマソウ，オオマツヨイグサ（ア
カバナ科），ヤマブドウ（ブドウ科）なども盛んに
食害されていたが，やはり揺藍形成はl例も観察さ
れなかった（表2）．同所では，他地域でしばしは
揺藍形成の見られるイダドリ（タデ程jでﾓ蕊雷:部
に古い裁断痕があり，成虫も確認できたが揺篭を
形成する個体は全く見当たらなかったなお、富山
県東部ではオオイタドリを利用するのはほとAとが
ルリオトシブミで，カシルリオトシブミはごく稀に
観察されるに過ぎない上記芦嶋寺01常願寺川沿い
の林道では，オオイタドリも存在し，ルリオトシブ
ミが盛んに揺藍形成を行っていたがオオイタド'1
上では本種は1個体も観察できなかった．8月中旬
に調査した際には，個体数がひじょうに少なくなっ
ており上記の各植物で揺篭が形成された形跡王や
はり全く見られなかった．この地域では初夏～盛
夏にイタドリに形成された揺藍から羽化したﾌ7シル
リオトシブミの新成虫が、イタドリL人外のタテ料や
シソ科，アカバナ科参，ブドウ科などの植物に分溌し
て，それらを摂食しそのi受越冬に入るのてはない
かと推測される（鈴木・上原投稿中a）．つまり，
ルリオトシブミが2化性であるのに対して本種は1
化性である可能性が高いなお，1998年8月上旬
石川県石川郡吉野谷村瓢箪山において．多数のﾉ1リ
オトシブミがイタドリ上で盛んに揺藍形成を行って
いるのを観察した同所にはカシルリオトシブミも
見られたがイタドリ上ではまったく観察できず“
同所的に生育していたカメバヒキオコシおよびノブ
ドウ上でのみ摂食している個体を発見した‘たたし．
それらの植物上でも揺藍の形成はまったく見られな
かったことからそれらの個体は揺藍形成を行わず
に越冬に入るものと推定される
ヒメコブオトシブミについては，富山県下では越
冬直後の4月下旬に展開したばかりのケヤキ②新葉
を食することで，イラクサ科植物の葉がいっせいに
展開してくる5月中・下旬までの間の食用資源を確
保するという利点があるものと考えられる．カシル
リオトシブミについても，生息地内に繁茂するヤマ
上原千春・鈴木邦雄
ヨモギやクロバナヒキオコシなどの植物は，越冬前の
新成虫にとって栄養の質や量の点で食用資源としては
十分であるものと考えられる．オトシブミ類の食性は
当然生息地内の植生環境に大きく依存することになる
から，そこに生育する植物各種のフェノロジーと一定
程度同調するように生活史戦略を調節することが有潅
と考えられる（Cf,湯川，1994）
近年，植食性昆虫による被食に対抗する植物の防衛
戦略の機構が次第に明らかにされつつある（Cf大串，
1993；Ohgushi，1997）．化学的防御物質をはじめと
するさまざまな二次代謝産物の構成は，同一植物内で
も経時的に複雑に変化すると考えられるが，植食性昆
虫の側も，それに対抗するさまざまな戦略を発達させ
てきていることが考えられる．オトシブミ類の食性は
種によって著しく異なるが，ヒメコブオトシブミが初
夏にはケヤキではなくイラクサ科植物を利用して揺藍
を形成するのも，カシルリオトシブミが晩夏にはほと
んどイタドリを利用しなくなり，多種の植物を食用と
して利用するようになるのも，かれらの対寄主植物／
食用植物の資源利用戦略の顕れであると考えられる．
今後は，植食性昆虫の生活史の構成をかれらが利用す
る植物の防御戦略やフェノロジーとの対応関係を通し
て把握していく必要があろう．
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本州中部地方に生息するオトシブミ類（鞘趨目，オトシブミ科）の寄王動物（11
表1．本州中部地方4県下で観察されたオトシブミ亜科とアシナガオトシブミ亜科の寄主植物
Table1．HostplantsofthesubfamiliesApoderinaeandAttelabinae（Coleoptera，AttelabidaP；
observedin4prefecturesoftheChnbuDistrict，centralHonshu，Japan
オトシブミ類各種の分類学的扱いと学名・和名の表記については，基本的に森本（1992）および鈴木・上原
（l997b）に従った．寄主植物については，佐竹義輔他編（1981-82；1989）『日本の野生植物』（全5巻．
平凡社，東京）に従って整理・記載し，本文中では和名のみを記し，学名は省略した．寄主植物の記録法は
上原・鈴木（1998a）に従った．すなわち，野外で実際にメス成虫による揺藍形成を観察するか，採集した揺
藍を実験室内で飼育し，成虫を羽化させることによって揺藍形成種を特定した．＃印で示した揺藍は，成虫は
確認していないが，揺藍に残された裁断型（鈴木・上原，l997a；上原・鈴木，1998.）と野外における諸状況
から，形成種を推定した寄主植物（Hp:hostplant）ごとに，採集した揺藍（Cr､Exam.：cradlesexamined）
の数，産地および採集年月日の||頂に記した．ここでは，＃付きの揺藍データは，成虫を確認していないが，裁
断型や野外での諸状況から寄主植物と推定したものである．＊印付の寄主植物は，従来まったく報告のなかっ
たもので，Uehara＆Suzuki（準備中）で正式に報告されるものである．寄主植物の配列は，いずれの分類階
級についてもアルファベット順とした産地名は，下記に従って県ごとに記載し，寄主植物ごとに再出後は県
郡・市町名は省略した．
ふるさわじようやま そうがたけかたかいがわ ばんぱじまいおりおおいわあそおりどだいかんぽこ
富山県（富）：古沢・城山（富山市）；僧ケ岳・片貝川（魚津市）；馬場島・伊折・大岩・麻生・折戸・大観峰
なかにいかわかみいちまちあし<らじしようみようだき みだがばら ‐j-けのぶありみねごくらくざか
（中新川郡上市町）；芦吟寺・称名滝・立山弥陀ケ原（中新川郡立山町）；祐延・有峰・極楽坂（上新川郡
みたとちおりたにおりおおながたにしろき‘鍬ねねいやつおまちふたかみさんとうふくじのなめりかわ
大山町）；三田・栃折峠・谷折峠・大長谷・白木峰（婦負郡八尾町）；二上山（高岡市）；東福寺野（滑川市〉
あぼう あずみお､.‘』．:ナォ』いさがた
長野県(長)：霧ケ峰（諏訪市)；富士見高原（諏訪郡富士見町)；安房峠（南安曇郡安曇村)；追分（小県郡
ひがしやまぱし
長門町）；大石・千代里（南佐久郡八千穂村）；横谷・白樺湖（茅野市）；東山橋（塩尻市）
ひょうたんやま
石川県（石）：瓢箪山（石川郡吉野谷村）
おおだわよしきさんぼういわだけしらかわむら
岐阜県（岐）：大多和峠（吉城郡神岡町）；三方岩岳（大野郡白川村）
ISubfamilyApoderinaeオトシブミ亜科
i・TribeApodermiオトシブミ族
1．A加咋ﾉ祝s(A加伽γ"s)/殿2/〃Roelofs,1874ナミオトシブミ
Hp：A/""s／tzz"だ／Lev・etVan't・ミヤマカワラハンノキ（Betulaceaeカバノキ科）
Cr,Exam.：3exs.，富．僧ケ岳，l3-VI-l998・
Hp：A/""s〃応"/αTurcz・var.s/""”（Fischer)CKSchnヤマハンノキ（Betulaceaeカバノキ科）
Cr・Exam.：lex.，富．片貝川，4－V-1998;6exs.，僧ケ岳，l3-VI-1998；l5exs.，馬場島,21－V-1998；
lex.，同産地，22－VIII-1998；lex.，l3-IX-1998；lex.，芦崎寺，23－V-1998；2exs.，祐延，31－V-
1998;23exs.，有峰,31－V-1998;3exs.，長．霧ケ峰，lO-VI-1998；lex.，同産地,4－VII-1998;3exs.，
安房峠,24－VII-l998
Hp：A〃伽s〃zα/sz""z"a2CalLヤハズハンノキ（Betulaceaeカバノキ科）
Cr・Exam.：3exs.，富．馬場島,21－V-1998．
Hp：Aﾙ"fsノ"“""0”“〃CalLミヤマハンノキ（Betulaceaeカバノキ科）
Cr,Exam.：lex.，富．立山弥陀ケ原，19－VⅡ-1998．
Hp：A〃ms〆"""〃Matsumuraヒメヤシャブシ（Betulaceaeカバノキ科）
Cr・Exam.：l0exs掌.，富．極楽坂，23－V-1998．
Hp:及加/α”"zα"〃Cham，ダケカンバ（Betulaceaeカバノキ科）
Cr､Exam.：lex.，富．有峰，31－V-1998;3exs.，白木峰，12－V11-1998．
＊Hp:戯加/αgγOsmSiehetZucc・ミズメ（Betulaceaeカバノキ科）［Uehara＆Suzuki，準備中］
Cr・Exam.：3exs.，富．馬場島，28－V1-1998;43exs.，石．瓢箪山，8－VIⅡ-1998．
Hp：珪加/α腕α”"zo〃“z""αRegelウダイカンバ（Betulaceaeカバノキ科）
Cr,Exam.：4exs.，富．馬場島，27－V-1998;2exs.，同産地,4－V1-1998;2exs.，9－VⅡ1-1998；l1exs.，
称名滝，l-VIII-1998．
Hp:馳加/α’/α/y力ﾙy"αSukatchevvar､ノα加加“(Miq.）Haraシラカンバ（Betulaceaeカバノキ科）
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CrExam.：4exs.，富.有峰,31－V-1998;3exs.，長.追分,5－VⅡ-1998;lex.，岐.大多和峠11－VⅡ－l998
Hp:戯加〃sp・カバノキ属の1種（Betulaceaeカバノキ科）
Cr・Exam.：2exs.，富．白木峰,l2-VII-l998・
Hp:Caﾉ加加sノα"ﾉ"caBLクマシデ（Betulaceaeカバノキ科）
Cr・Exam.：lex”富．馬場島,4－V1-1998．
*Hp:Caノガ""s/Sc/Zamsh〃Maxim･イヌシデ（Betulaceaeカバノキ科）［Uehara＆Suzuki，準備中］
Cr､Exam.：6exs.，富．有峰,31－V-1998．
*Hp:Cb7y/"sﾉ12/2ﾉり帥y"αFischerexBesservar./畑"か？g〃BLハシバミ（Betulaceaeカバノキ科）［Uehara
＆Suzuki,準備中］
Cr､Exam.：9exs.，長．白樺湖，5－V11-1998．
Hp:COﾉﾂﾉ"ss彪加〃iα"αBLツノハシバミ（Betulaceaeカバノキ科）
Cr,Exam.：3exs.，富.極楽坂,23－V-1998;1ex.，有峰,31－V-1998;3exs.，馬場島,4－V1-1998;lex.，
長．大石，5－VII-1998；lex.，追分，5－VII-l998・
Hp:Casiα"”cﾉ壱“αmSieb・etZucc・クリ（Fagaceaeブナ科）
Cr・Exam.：3exs.，富.麻生,9－V-1998;24exs・極楽坂,23－V-1998;4exs,長．富士見高原,7－Ⅵ-1998；
4exs.，諏訪市霧ケ峰,4－ⅥI-l998
Hp:P/"りc”yα'伽i允"αSieb,etZucc・サワグルミ（Juglandaceaeクルミ科）
Cr・Exam.：5exs.，富．馬場島,21－V-1998;2exs.，同産地,30－V-1998；l6exs.，28－V1-1998;7exs.，
称名滝，l-VIII-1998；2exs.，岐・大多和峠，ll-VII-1998．
2A加旋"js(C()"ゆsα加咋"4s)g剛"zmgzzs/”Vollenhoven,1865ヒメクロオトシブミ
Hp:Rh0”"e"めり〃”加加α"〃(A､Gray）Suringarレンケツツジ（Ericaceaeツツジ科）
CrExam.：57exs.，長．霧ケ峰,4－V11-1998;8exs.，白樺湖,5－V11-1998．
Hp:Rosa〃"""βO7aThunb・ノイバラ（Rosaceaeバラ科）
Cr・Exam.：9exs.，長．霧ケ峰，10－V1-1998；東山橋,7－V1-1998;4exs.，大石，5－VII-l998；l2exs.＃
白樺湖，5－VII-1998．
3．A加“"zs（COﾉ”sα"“"fs）酸"z伽"sSharp,1889セアカヒメオトシブミ
Hp：A/""s”"zα"〃Cham・ダケカンバ（Betulaceaeカバノキ科）
Cr・Exam.:4exs.，富．馬場島，12－V1-1998．
Hp：A/""sノtz""aLev・etVan't・ミヤマカワラハンノキ（Betulaceaeカバノキ科）
Cr・Exaln：llexs.，富．馬場島,30－V-1998．
Hp：A/"〃s/z"s〃αTurcz・var.s肋加“（Fischer）CKSchn・ヤマハンノキ（Betulaceaeカバノキ科）
Cr,Exam.：lex.，富．芦崎寺,23－V-1998;5exs.，僧ケ岳，l3-VI-l998;46exs.，長．安房峠、24－Ⅵ1－
1998．
Hp：A/""sノα〃""“(Thunb.）Steudハンノキ（Betulaceaeカバノキ科）
Cr・Exam.：12exs.，富．古沢，13－V－l998
Hp：A/""sノ"α/s""""“CalLヤハズハンノキ（Betulaceaeカバノキ科）
Cr､Exam.：3exs.，富．馬場島,30－V-1998．
Hp：A〃郷s””"/αMatsumuraヒメヤシャブシ（Betulaceaeカバノキ科）
Cr・Exam.：lex.，富．馬場島，2－V-1998；lex”同産地,9－V-1998;3exs.，同産地，30－V-1998；lex.，
芦峻寺，23－V-1998；2exs.，片貝川，4－V-1998；lex.↑僧ケ岳，l3-VI-1998;6exs.，石．瓢箪山，8－
VIⅡ－1998．
Hp:C””f"s／α獅β0m(SiehetZucc）BLアカシデ（Betulaceaeカバノキ科）
Cr､Exam.：3exs.，富．三田，22－1V-1998;4exs.，谷折峠，14－V-1998．
Hp:Caノガ""s／Sc加加s々 〃Maxim，イヌシデ（Betulaceaeカバノキ科）
Cr・Exam.：6exs.，富．三田，21－1V-1998;3exs.，同産地，25－1V-1998；5exs.，26－1V-1998;4exs.，
二上山，7－V-1998；11exs.，古沢，13－V-1998.
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Hp:Ctzゆ伽"ssp・クマシデ属の1種（Betulaceaeカバノキ科）
Cr,Exam.：3exs.，富．馬場島，21－V-1998．
Hp:COγy/〃ss花加/"j"mBLツノハシバミ（Betulaceaeカバノキ科）
Cr,Exam.：5exs.，富.東福寺野,29－1V-1998;7exs.，折戸,2－V-1998;1ex.，麻生,9－V-1998;2exs．
＃，長．霧ケ峰,4－VII-1998;1ex.，岐.大多和峠，11－V11-1998．
Hp:S””CO""､吃溶α(Hemsl.）Sojakミズキ（Cornaceaeミズキ科）
Cr,Exam.：5exs.，富．馬場島，19－V-1998;3exs.，同産地,21－V-1998；13exs.，芦崎寺，23－V-1998：
lex.＃，長．霧ケ峰,10－V1-1998;東山橋,7－V1-1998．
Hp:S””次αc"Pﾉzy"α(WalL）Sojak(Cornaceaeミズキ科）クマノミズキ（Cornaceaeミズキ科）
Cr,Exam.：7exs.，富．栃折峠，10－V-1998．
Hp:α"0/"α”"i“/”α(Sieb・etZucc.）BenthetHookホツツジ（Ericaceaeツツジ科）
Cr,Exam.：lex.，富．栃折峠，10－V-1998．
Hp：Lg"COﾉﾉz“g7zzyα“Maxim・ハナヒリノキ（Ericaceaeツツジ科）
Cr・Exam.：7exs.，富．馬場島，5－V-1998;2exs.，同産地,9－V-1998;2exs.，僧ケ岳,28－V-1998．
Hp:Rﾙ0伽旋戒か”06〃s"〃(Lindl）Planchonvar,内“"z雄”(Planchon)Wilsonヤマツツジ（Ericaceae
ツツジ科）
Cr・Exam.：lex.，富．麻生,9－V-1998;5exs.，芦崎寺,23－V-1998．
Hp：Vtz"加加加0〃/zα加〃Miqナツハゼ（Ericaceaeツツジ科）
CrExam.：8exs却冨．三田，22－1V-1998;4exs.，同産地,26－1V-1998;4exs.，東福寺野,29－1V-1998．
Hp:Vα"加地汎血加7"czｲ"zMiq・アクシバ（Ericaceaeツツジ科）
Cr,Exam.：2exs.，富．馬場島，5－V-1998；lex.，同産地,9－V-1998；lex.，有峰，31－V-1998．
Hp:Qzsia確α”w”αSieb,etZucc・クリ（Fagaceaeブナ科）
Cr・Exam.：3exs.，富．三田，22－IV-1998
Hp:“"℃"s”jsPz"αBLミズナラ（Fagaceaeブナ科）
Cr,Exam.：3exs.，富．馬場島，5－V-1998;4exs.，栃折峠，10－V-1998；lex.，同産地，16－V-1998．
Hp:Qz蛇7℃zIss”rz/αThunhexMurrayコナラ（Fagaceaeブナ科）
Cr､Exam.：3exs.，富．三田，21－1V-1998;9exs.，同産地，22－1V-1998；27exs.，同産地，26－1V-1998；
10exs.，東福寺野，29－1V-1998；lex.，折戸，2－V-1998;4exs.，麻生,9－V-1998；lex.，二上山，7－
V-1998;5exs.，古沢，13－V-1998．
*Hp:“"℃z‘s”"α""sBLアベマキ（Fagaceaeブナ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr・Exam.：3exs.，富．三田，26－1V-1998．
Hp:HZz脚α"z"isノα加7"caSieb・etZucc､var､06加samMatsumuraマルバマンサク（Hamamelidaceaeマ
ンサク科）
Cr・Exam.：2exs.，富．東福寺野，29－1V-1998；l3exs.，栃折峠，10－V-1998;2exs.，同産地.，16－V－
1998;lex.，岐・大多和峠，11－V11-1998．
Hp：Les〆咋zac”0加なyaMiq・マルバハギ（Legumlnosaeマメ科）
Cr・Exam.：lex.，富．二上山，7－V-1998；2exs.，大観峰,9－V-1998．
Hp:Rり6”α，Sc""bacacjaL，ハリエンジュ（ニセアカシア）（Legumlnosaeマメ科）
Cr・Exam.：l8exs.，富．城山，l－V－1998
Hp:WIS彫"αβ0"6z"2"tz（Will｡.）DC，フジ（Legumlnosaeマメ科）
Cr・Exam.：3exs.，富．伊折，19－V-1998．
Hp:RE”0z《旅as“”"""zsjs(Fr・Schm.）Nakaiオオイタドリ（Polygonaceaeタデ科）
Cr､Exam.：38exs・富．伊折，19－V-1998;6exs.，馬場島,28－V1-1998;31exs.，同産地，18－Ⅵ1-1998；
29exs.，9－VIII-1998；1ex.，極楽坂,23－V-1998；1ex.，芦雌寺，15－VIII-1998
Hp:A“"2脚"α〆/OsaLedeb・var・ﾉtz”"cα(Miq.）Nakaiキンミズヒキ（Rosaceaeバラ科）
Cr,Exam.：20exs，長．霧ケ峰,4－V11-1998．
Hp:F畑""sか”saThunb，exMurrayssp・内加〃"zsjs(Koidz.）Kitamuraキンキマメザクラ（Rosaceae
バラ科）
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Cr･Exam.：4exs・富．栃折峠，10－V-1998．
Hp:Rosa”""β0ノロThunb・ノイバラ（Rosaceaeバラ科）
Cr，Exam.：2exs.，富．東福寺野，29－1V-1998;26exs.，城山，l-V-l998;23exs.，古沢，13－V-1998；
1ex.，伊折,5－V-1998;2exs.，大岩,24－V-1998;lex.，片貝川，28－V-1998;2exs.，栃折峠，ll－VI
－1998;4exs.＃，長．霧ケ峰,4－V11-1998．
Hp:R"6"s6""窪”Miq・フユイチゴ（Rosaceaeバラ科）
Cr,Exam.：3exs.，富．古沢，13－V-1998．
Hp:Rzめ"s〃α”理允/加sBungeクマイチゴ（Rosaceaeバラ科）
Cr・Exam.：lex.，富．伊折,5－V-1998;3exs.，馬場島9－V-1998;2exs.，同産地,21－V-1998;6exs.，
27－V-1998;4exs.，30－V-1998;8exs.，4－V1-1998;4exs.，芦1群寺，23－V-1998；3exs.，谷折峠，14
－V-1998;2exs.，僧ケ岳，l3-VI-1998・
Hp:R"6"sル02向"”刀"sFockeミヤマニガイチゴ（Rosaceaeバラ科）
Cr､Exam.：5exs.＃，長．霧ケ峰,4－VII-1998；1ex.，横谷，5－V11-1998．
Hp:R"6"s"/"鯉加sThunb・var.co加)伽y""sA.Grayモミジイチゴ（Rosaceaeバラ科･）
Cr・Exam.：5exs.，富．三田，22－1V-1998；lex.，同産地，26－1V-1998；l1exs.，栃折峠，10－V-1998;4
exs.，麻生,9－V-1998;4exs”芦嶋寺，l-VIII-1998;4exs.，古沢，13－V-1998;2exs・極楽坂，23－V
－1998．
Hp:/通f伽s泥γ"〃s(Hocke)Nakaiベニバナイチゴ（Rosaceaeバラ科）
Cr､Exam.：lex.，富．立山弥陀ケ原，l9-VII-1998･
Hp:Rz“ssp・キイチゴ属の一種（Rosaceaeバラ科）
Cr､Exam.：2exs.＃，長．霧ケ峰,4－VII-1998
Hp:S”gz"so幼α0がc伽α"sL，ワレモコウ（Rosaceaeバラ科）
Cr､Exam.：2exs.，長．霧ケ峰，lO-VI-1998;21exs.＃，同産地,4－VII-1998;6exs，富．立山弥陀ケ原，l9
－VII－1998･
Hp：Sα"xsppヤナギ類（Salicaceaeヤナギ科）
Cr､Exam.：lex.，富．三田，22－1V-1998;3exs.，富.栃折峠，10－V-1998；lOexs.，白木峰l2-VII-19
98;lex.，伊折,2－V-1998;2exs.，馬場島,9－V-1998;10exs，同産地,30－V-1998;3exs.，大観峰，
9－V-1998;27exs.，芦峻寺,23－V-1998;3exs.，同産地，15－VIII-l998；lex.，極楽坂，23－V-1998；
4exs.，祐延,31－V-1998;4exs,有峰31－V-1998;lex.，片貝川，4－V-1998;2exs.，僧ケ岳，l3-VI
-1998;8exs.，岐・大多和峠，l1-VII-l998
Hp：As"必f／hz"6frgii（Sieb・etZucc.）Miq・var・CO"摩s/αHBoiss・トリアシショウマ（Saxifragaceae
ユキノシタ科）
Cr・Exam.：lex.，富．伊折,2－V-1998；lex.，同産地,5－V-1998;2exs.，馬場島，21－V-1998;6exs.，
同産地，12－V1-1998;4exs.，極楽坂,23－V-1998;4exs.，僧ケ岳，l3-VI-l998．
4．A加叱ms(L2〃α加火γ"s)""”畑sRoelofs,1874ウスモンオトシブミ
Hp：Siacﾙyz"WS〃“c”SiehetZucc・キブシ（Stachyuraceaeキブシ科）
Cr,Exam.：5exs.，富.極楽坂,23－V-1998;7exs.，馬場島，l2-VI-1998;21exs.，同産地,9－VIⅡ-1998．
Hp:S加鮒)ﾉ/“6z""α/血(Thunb.）DCミツバウツギ（Staphyleaceaeミツバウツギ科）
Cr・Exam.：4exs.，富．大岩，24－V-1998.
5A加Je"2s(Le〃α加咋γ汎s)〃α2“"e"sSharp,1889ムツモンオトシブミ
Hp：As/”副‘ん"jFr､Schm,var血""g’ぷsKitam・ゴマナ（Compositaeキク科）
Cr､Exam.：lex.，富．栃折峠,10－V-1998;llexs.，白木峰,12－VⅡ-1998；lex.，芦峨寺,23－V-1998；
5exs.，立山弥陀ケ原，19－VII-1998;2exs.，僧ケ岳，13－V1-1998；3exs.，長．霧ケ峰，l0-VI-1998;6
exs.，同産地,4－VII-1998;2exs.，千代里,5－VⅡ-1998;2exs.，白樺湖，5－VII-l998･
Hp:As"γsp・シオン属の1種(Compositaeキク科）
Cr､Exam.：4exs.，長．霧ケ峰,4－VⅡ-1998.
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Hp：Ra6d0sjα／"cﾉzomﾉ加（Maxim.）Haraクロバナヒキオコシ（Labiataeシソ科）
Cr､Exam.：6exs.，富．栃折峠，10－V-1998;2exs.，白木峰，l2-VII-l998;3exs.，極楽坂，23－V-1998；
lex.，馬場島，28－V1-1998;2exs.，9－VⅡ1-1998;20exs.，片貝川，28－V-1998；lex.，僧ケ岳,28－V
-1998;2exs.，同産地，l3-VI-l998;3exs.，石．瓢箪山，8－VⅢ-1998．
Hp:品z6曲s『α〃"z6ﾉ℃sα(Maxim.）Haravar.〃"“"ihα(Murai)Haraカメバヒキオコシ（Labiataeシソ科）
Cr・Exam.：lex.，富．大岩，30－V-1998；lex.，有峰,31－V-1998．
Hp：Sα"αgﾉα"でs“7zsMakinoアキギリ（Labiataeシソ科）
Cr,Exam.：4exs.，富．麻生,9－V-1998;9exs.，極楽坂，23－V-1998；lex.，僧ケ岳，13－V1-1998.
6.A加旋ms（L2〃α加咋"(s)ﾉ加刷"sMotschulsky,1860ウスアカオトシブミ
Hp：AC”cαﾉ""ん/""〃Sieb・etZucc・チドリノキ（Aceraceaeカエデ科）
Cr・Exam.：3exs.，富．大岩,9－V-1998．
Hp：Am加加”"x”α"OPhy"伽咋sFranchetSavat・コシアブラ（Araliaceaeウコギ科）
Cr・Exam.：2exs.，岐・大多和峠，ll-VII-1998．
＊Hp:Caノガ""s/sch0ﾉms内〃Maxim・イヌシデ（Betulaceaeカバノキ科）［Uehara＆Suzuki，準備中］
Cr､Exam.：lex､二，富．栃折峠，l6-V-l998
Hp:Vめz"7""〃伽でα""〃BLexMaxim・オオカメノキ（Caprifoliaceaeスイカズラ科）
Cr､Exam.：lex.，富．馬場島,30－V-1998．
Hp：W6z"畑"”P"”""〃Thunb・fg/α〃z"〃（Koidz，exNakai）ケナシヤブデマリ（Caprifoliaceaeスイカ
ズラ科）
Cr・Exam.：lex.，富．僧ケ岳，28－V-1998．
Hp:W6z""""zsp・ガマズミ属の1種（Caprifoliaceaeスイカズラ科）
Cr､Exam.：lex.，富．東福寺野,29－1V-1998;lex.，大岩,9－V-1998；lex.，極楽坂,23－V-1998．
Hp：Wri“α“””(Nakai）Nakaiニシキウツギ（Caprifoliaceaeスイカズラ科）
CrExam.：6exs.，長．零ケ峰，lO-VI-l998；lex.，大石，5－VⅡ-1998
Hp:Wを控/α加ﾉ臼獅s(Sieb・etZucc)KKochタニウツギ（Caprifoliaceaeスイカズラ科）
Cr・Exam.：lex.，富．東福寺野，29－1V-1998；lex.，片貝川，4－V-1998;4exs.，同産地，28－V-1998；
lex.，僧ケ岳，28－V-1998；3exs.，同産地，13－V1-1998；1ex.，二上山，7－V-1998；lex.，大岩，9－
V-1998；1ex.，同産地，24－V-1998；3exs.，馬場島,9－V-1998；lex.，同産地，19－V-1998;2exs､
21－V-1998；17exs.，4－V1-1998;4exs.，28－V1-1998；1ex.，22－ⅥⅡ-1998；lex.，伊折，19－V－19
98；lex.，芦峡寺,23－V-1998;3exs.，極楽坂,23－V-1998;3exs叩有峰，31－V-1998;2exs，岐一
大多和峠，11－Ⅵ1-1998．
Hp:C"“mIso池IC"/α加sThunb・ツルウメモドキ（Celastraceaeニシキギ科）
Cr・Exam.：3exs.，長．霧ケ峰，l0-VI-l998；lex.，同産地,4－VII-1998．
＊Hp:E"伽y"z"s”)'Phy""sMiq・ツリバナ（Celastraceaeニシキギ科）［Uehara＆Suzuki，準備中］
Cr､Exam.：lex・芽，富．栃折峠，10－V-1998;2exs.＃，有峰,31－V－1998
Hp：C/g//zm6α”"”"sSieb・etZucc・リョウブ（Clethraceaeリョウブ科）
Cr・Exam.：1ex”長．霧ケ峰，lO－VI－1998
Hp:SI"血c""γ""sα(HemsL）Sojakミズキ（Cornaceaeミズキ科）
Cr､Exam.：2exs.，富．馬場島，21－V-1998;2exs”同産地,4－V1-1998；lex.，芦崎寺,23－V－1998
Hp：Lyo"ﾉα0”"ん"α(WalL）Drudevar.‘/"伽“(SiehetZucc.）Hand.－Mazz・ネジキ（Ericaceaeツツ
ジ科）
Cr・Exam.;2exs.，富．東福寺野，29－IV-l998
Hp：Vtz"加加加ノα加"zα"〃Miq･アクシバ（Ericaceaeツツジ科）
Cr・Exam.：lex.，富．馬場島,9－V-1998．
Hp:ふゆ花/”加/yαﾉ幼壱aSieb､etZucc，フサザクラ（Eupteleaceaeフサザクラ科）
Cr､Exam.：2exs.，富．大岩，24－V-1998;2exs.，同産地,30－V-1998；lex.，馬場島，l8-VII-l998・
Hp：RzgZJs”ぜ”/αBLブナ（Fagaceaeブナ科）
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Cr・Exam.：lex.，岐．大多和峠,11－VII-1998．
*Hp:P彪”cαﾉﾂα〃zoiん"αSieb､etZucc･サワグルミ（Juglandaceaeクルミ科）［Uehara＆Suzuki，準備
中］
CrExam.：2exs.＃，富．大岩,30－V-1998．
Hp：L“ﾉｾ”況沈62"α/αThunb・var,班2脚〃a?"“α(Maxim.）Momiyamaオオバクロモジ（Lauraceaeク
スノキ科）
Cr’Exam.：3exs.，富．片貝川，4－V-1998；1ex.，大岩,9－V-1998;3exs.，馬場島,9－V-1998；lex.，
同産地,4－V1-1998;1ex.，長．霧ケ峰，10－V1-1998;1ex.，岐・大多和峠,11－VII-1998；lex.，三方
岩岳,8－VIII-1998・
Hp:W7s/”jαβ”功z"蛾z(Will｡.）DC・フジ（Legumlnosaeマメ科）
CrExam.：1ex.，富．二上山,7－V-1998．
*Hp:F”x加況s””2s”α”たmHaraミヤマアオダモ（Oleaceaeモクセイ科)-1998［Uehara＆Suzuki，
準備中］
CrExam.：lex.＃，富．大岩,24－V-1998．
Hp:C加加“池γz”α邦騨s"/b"況加(L）Scop・ヤナギラン（Onagraceaeアカバナ科）
Cr,Exam.：6exs.，長.霧ケ峰,4－V11-1998．
Hp:Re)りmz""α〃加"icaHoutt，イタドリ（Polygonaceaeタデ科）
Cr､Exaln：4exs.，長.霧ケ峰,4－VⅡ-1998;8exs.，千代里,5－VⅡ-1998;lex.，富．白木峰,12－Ⅵ1-1998．
Hp:A〃"1c"s戊伽“s(Walt.）Fern・var.〃”iん/畑s(Nakai)Haraヤマブキショウマ（Rosaceaeバラ科）
CrExam.：lex.，富．極楽坂,23－V-1998;4exs.，僧ケ岳，l3-VI-1998;2exs.，白木峰，l2-VII-l998；
4exs.，岐．大多和峠，l1-VII-1998．
Hp:丹祁""sgmyα"αMaxim・ウワミズザクラ（Rosaceaeバラ科）
CrExam.：lex.，富．片貝川，4－V-1998；1ex.，岐・大多和峠，11－VⅡ-1998
Hp:PWz‘sPwiん"α(Burm､fiL）Nakaiヤマナシ（Rosaceaeバラ科）
Cr,Exam.：1ex.，長．霧ケ峰,4－VII-1998
Hp:soγ6"ScO脚"z“αHedl・ナナカマド（Rosaceaeバラ科）
Cr・Exam.：2exs.，長．横谷,5－VII-1998．
*Hp:ハ化"0s加α花”jsMaxim，ミヤマハハソ（Sabiaceaeアワブキ科）［Uもhara＆Suzuki,準備中］
Cr､Exam.：2exs.＃，富．大岩,30－V-1998．
Hp：Sα"x伽/997℃zThunb・イヌコリヤナギ（Salicaceaeヤナギ科）
Cr､Exam.：1ex.，長．霧ケ峰,4－V11-1998．
Hp:Sα"xsppヤナギ類（Salicaceaeヤナギ科）
Cr・Exam.：1ex.，富．片貝川，4－V-1998；1ex.，僧ケ岳，13－V1-1998；lex.，馬場島，21－V-1998；1
ex.，同産地,30－V-1998;lex.，長．霧ケ峰，10－Ⅵ-1998．
Hp：As"/62〃z""9忽j(Sieb､etZucc.）Miq，アカショウマ（Saxifragaceaeユキノシタ科）
Cr､Exam.：lex.，富．片貝川，4－V-1998;3exs.，馬場島，21－V-1998．
Hp：As"/62／/z"z69画『（Sieb・etZucc.）Miq，var.c”gEsmH,Boiss・トリアシショウマ（Saxifragaceae
ユキノシタ科）
Cr,Exam.：1ex.，富．馬場島,9－V-1998;lex，同産地,21－V-1998；lex.，30－V-1998；lex.，4－V1－
1998；lex.，28－V1-1998;lex.，芦峻寺，23－V-1998;2exs.，有峰，31－V-1998；lex.，栃折峠，lO-
V-1998；lex.，僧ケ岳，13－Ⅵ-1998．
Hp:Hy〔加z"象α”畑c"/αiaSieb,etZucc，ノリウツギ（Saxifragaceaeユキノシタ科）
Cr､Exam.：2exs.，富．有峰ｳ31－V-1998;1ex.，白木峰，12－VII-1998;3exs.，長．霧ケ峰，10－V1－199
8；lOexs.，同産地,4－VII-1998;4exs叩岐．大多和峠,l1-VII-1998；1ex.，三方岩岳,8－VIII-l998・
Hp:H〕[加"gFaP2"01α"sSiehetZucc･ツルアジサイ（Saxifragaceaeユキノシタ科）
Cr，Exam.：2exs.，富．馬場島,2－V-1998;3exs.，同産地,9－V-1998；2exs.，30－V-1998；lex.，4－
Ⅵ-1998;3exs.，大岩，24－V-1998;5exs.，片貝川，4－V-1998．
Hp:Hj花加"渓αSc"てz/α(Thunb・exMurray）ヤマアジサイ（Saxifragaceaeユキノシタ科）
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Cr・Exam.：1ex.，岐・大多和峠，l1-VII-1998・
Hp：Ro〔ﾉgr応jα加dり伽y"αAGray・ヤグルマソウ（Saxifragaceaeユキノシタ科）
Cr・Exam.：lex.，富．有峰，31－V-1998．
Hp:V"m"cas”"〃s伽"α"〃（L､）Pennellssp・ﾉαな""“"z(Nakai)Yamazakiクガイソウ（Scrophulariaceae
ゴマノハグサ科）
Cr・Exam.：lex.，富.僧ケ岳,13－Ⅵ-1998;lex，白木峰l2-VII-l998;lex.，長．千代里,5－Ⅵ1-1998．
Hp：Syﾉ"〃“OSC〃"“sis（Lour.）Drucevar./α“c””(Nakai)OhwifP"0sα(Nakai)Ohwiサワフタギ
（Symplocaceaeハイノキ科）
Cr､Exam.：2exs.，富．片貝川，28－V-1998;4exs.，長．霧ケ峰,4－V11-1998;2exs.，横谷，5－Ⅵ1-1998
*Hp:Sia"ﾉｶapsg“〆cα"z2/"αMaxim・ナツツバキ（Theaceaeツバキ科）［Uehara＆Suzuki,準備中］
Cr・Exam.：1ex.＃，岐・大多和峠，ll-VII-1998．
*Hp:〔ﾉr加況s血沈戯α"αPlanch,var,ノα加加”(Rehder)Nakaiハルニレ（Ulmaceaeニレ科）［Uehara＆
Suzuki，準備中］
Cr，Exam.：2exs・芽，長．追分，5－VII-1998
Hp:Zah0”s2"”α(Thunb.）Makinoケヤキ（Ulmaceaeニレ科）
Cr・Exam.：1ex.，富．二上山，7－V-1998;2exs.，大岩,9－V-1998；lex.，栃折峠，10－V-1998.
ii・TribeHoplapoderiniマダラオトシブミ族
7.Pαﾉ”/α加"2"fs(Agり"zα血γα""s)加ﾉ”"s(Vollenhoven,1865）ゴマダラオトシブミ
＊Hp:Ca/”"4sCOﾉ血/αBLサワシバ（Betulaceaeカバノキ科）［Uehara＆Suzuki，準備中］
Cr・Exam.：l7exs.，富．大岩，30－V-1998．
Hp:Qzsiα"“〃"”/αSieb・etZucc・クリ（Fagaceaeブナ科）
Cr,Exam.：lOexs.，長．霧ケ峰,4－V11-1998．
Hp:RzgZfs”"”/αBl・ブナ（Fagaceaeブナ科）
Cr・Exam.：7exs.，富．有峰,31－V-1998．
Hp:Qz彪沌"s”s”/αBLミズナラ（Fagaceaeブナ科）
CrExam.：l4exs.，富．栃折峠，10－V-1998;44exs.，同産地，l6-V-l998;34exs.，馬場島，21－V－1書
98;9exs.，僧ケ岳,13－Ⅵ-1998;8exs.，長.霧ケ峰,4－Ⅵ1-1998;l5exs.，岐大多和峠,l1-VII-l998亭
2exs.，三方岩岳，8－VIII-l998
Hp:Q"2庇"ss"γα/αThunb､exMurrayコナラ（Fagaceaeブナ科）
Cr､Exam.：8exs”富．麻生,9－V-1998
8Pαﾉ”/α加〔/""s(Pαﾉ”/α加"”"s)”"”/x2"〃(Roelofs,1875）ヒメゴマダラオトシブミ
Hp:〔""z"sdmﾉi"ね"αPlanch，var・ノα加瀬cα(Rehder)Nakaiハルニレ（Ulmaceaeニレ科）
Cr・Exam.：28exs.，長．追分，5－V11-1998．
Hp:Z2/k0”s"7戒a（Thunb.）Makinoケヤキ（Ulmaceaeニレ科）
Cr・Exam.：3exs.，富．三田，23－1V-1998;1ex.，栃折峠，lO-V-1998;lex.，谷折峠,14－V-1998;2exs.，
大長谷，14－V-1998；lex.，長．霧ケ峰,4－VⅡ-1998
9．Phy"”/α加dﾉWS””"sVoss,1926ヒメコブオトシブミ
Hp:＆）g〃"f"α噸加"0ﾉz血ﾉ“Koidz・カラムシ（Urticaceaeイラクサ科）
Cr・Exam.：lex.，富．麻生,9－V-1998;6exs.，大岩,30－V-1998;9exs.，極楽坂，23－V-1998；lex・
三田，9－IX－1998、
Hp:動g此加f"α椀“s〃s(Hance)Makmoアカソ（Urticaceaeイラクサ科）
Cr,Exam.：4exs.，富．極楽坂，23－V-1998；2exs.，馬場島,9－VIII-1998；35exs.，三田，9－IX-1998
6exs.，同産地，26－IX-1998．
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iii、TribeTrachelophoriniクビナガオトシブミ族
10.Cx"0"zzc〃g〃s？"/0たi(Haro1.,1877）エゴツルクビオトシブミ
Hp：S/waxノα加"j“Sieb・etZucc・エゴノキ（Styracaceaeエゴノキ科）
Cr,Exam.：38exs.，富．古沢，13－V-1998．
Hp：S/ymxo"ssjaSiehetZucc・ハクウンボク（Styracaceaeエゴノキ科）
Cr・Exam.：26exs.，富．古沢，7－V-1998;6exs・同産地，13－V-1998.
11．Pα”“""0c"γ"“噸“CO"/s(Roelofs,1874）アカクビナガオトシブミ
Hp:Mz/"Sm""gり(Sieb.）SiehexVrieseズミ（Rosaceaeバラ科）
Cr,Exam.：24exs.，長．富士見高原，7－V1-1998;40exs.，長．東山橋，7－V1-1998;8exs.，霧ケ峰，10－
V1-1998;9exs.，同産地,4－VII-1998;77exs.，白樺湖，5－VII-1998;4exs.，追分,5－V11-1998．
Hp:Pγ"7畑sP御峨"αMaxim.fas“"咋蛎(Makino)Ohwiエドヒガンザクラ（Rosaceaeバラ科）
Cr・Exam.：24exs.，富．城山，22－1V-1998;74exs.，同産地，’一V-1998;21exs.，古沢，13－V-1998．
Hp:Poz"γ〃α”Iﾉi"0sα(Thunb.）Decne,var・ﾉα“s(Thunb.）Stapfウシコロシ（Rosaceaeバラ科）
Cr､Exam.：4exs.，富．城山，22－1V-1998;3exs.，古沢，13－V-1998.
12.P”α"“ha0加0"1s〃"”s(Roelofs,1874）キイロヒケナガオトシブミ
Hp:C〃hm6"魂"窃沈sSieb,etZucc・リョウブ（Clethraceaeリョウブ科）
Cr，Exam.：6exs.，富．栃折峠，10－V-1998；1ex.，片貝川，28－V-1998;2exs.，有峰，31－V-1998;4
exs.，岐．大多和峠，l1-VII-1998;2exs.，三方岩岳,8－VIⅡ-1998．
Hp:R妙加況加αノα加阿jcaHoutt・イタドリ（Polygonaceaeタデ科）
CrExam.：lex.，長．富士見高原，7－V1-1998;7exs.，横谷,5－V11-1998．
Hp：Sy"ゅ/Ocosc〃"“sjs(Lour.）Drucevar./“mcaゅα(Nakai)Ohwif〆/0sα(Nakai)Ohwiサワフタギ
（Symplocaceaeハイノキ科）
Cr,Exam.：3exs.，長．富士見高原，7－VI-l998
Hp:Lyo噸α0"α"/b"α(WalL）Drudevar.‘"加"cα(Sieb,etZucc.）Hand・一Mazz・ネジキ（Ericaceaeツ
ツジ科）
Cr・Exam.：lex.，富．東福寺野，29－1V-1998.
13.F”α"αch2/0P〃0"is/0噸"γ噸s(Roelofs,1874）ヒケナガオトシブミ
Hp：W6""""”s花加j伽iMiq・ゴマギ（スイカズラ科Caprifoliaceae）
Cr・Exam.：1Gx#.，富．大岩，24－V－1998
Hp：＆ゆだ"α加/yαﾉ幼停aSieb・etZucc・フサザクラ（Eupteleaceaeフサザクラ科）
Cr,Exam.：30exs.，富．大岩,24－V-1998;2exs.＃，馬場島,9－VⅡ1-1998．
Hp：〃瓶九mz""舵"〃αThunb，var．〃形加〃α"α“a（Maxim.）Momiyamaオオバクロモジ（Lauraceaeク
スノキ科）
Cr､Exam.：lex#.，富.大岩,9－V-1998;1ex.，馬場島,21－V-1998;4exs，同産地，l2-VI-l998;4exs．
＃，芦峻寺，23－V-1998；l5exs.，極楽坂,23－V-1998;2exs.＃，有峰,31－V-1998；lex.，栃折峠，10－
V-1998;2exs.＃，同産地，16－V-1998;2exs.＃，11－V1-1998;2exs.，長．霧ケ峰，lO－VI－1998
ⅡSubfamilyAttelabinaeアシナガオトシブミ亜科
iv、TribeAttelabiniアシナガオトシブミ族
14H'瓶CO/α6"s(Hを"i“/αb"s)/α"s〃(Sharp,1889）ルイスアシナガオトシブミ
Hp:UI脚"sdm”iα“Planch､var.〃”"cα(Rehder)Nakaiハルニレ（Ulmaceaeニレ科）
Cr・Exam.：1ex＃，長．追分,5－V11-1998．
Hp:〃/々 02"zs2mzm(Thunb.）Makinoケヤキ（Ulmaceaeニレ科）
Cr,Exam.：6exs.，富．二上山，7－V-1998;l4exs.，栃折峠，10－V-1998;21exs.，谷折峠，14－V－1998
28exs.，大長谷，14－V-1998；l4exs.，桐谷，14－V－1998
1(）
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v･TribeEuopsiniルリオトシブミ族
15.画ｲOPS(KO伽sy7m〃OPS)"s加/()szfsSharp，1889コブルリオトシブミ
Hp：A“γ〃z例mMaxim,var・加”柳0ﾉ亨α""〃（Nichols.）Haraf的ss“加加（Wesmael）Rehderイタヤカエデ
（Aceraceaeカエデ科）
Cr・Exam.：lex.，長．安房峠，24－VII-1998
16.afoPs(S､W”α01s)たα"jSawadaetMorimoto,1985ナラルリオトシブミ
Hp:Qzsm池αc姥""αSieb､etZucc・クリ（Fagaceaeブナ科）
Cr・Exam.：8exs.，富．極楽坂，23－V-1998；lex.，長．富士見高原，7－VI-l998
Hp:Qzf"、Sc"s”/αBLミズナラ（Fagaceaeブナ科）
Cr・Exam.：4exs.，富．栃折峠，lO－V－l998
17.E"”s(Syﾉ”〃”s）"s，〃““Sharp，1889ハギルリオトシブミ
Hp:L“〆旋zac)"O加"ｼαMiq・マルバハギ（Legumlnosaeマメ科：
Cr・Exam.：lex.，長．霧ケ峰,4－VⅡ一l998
Hp：L2s〆火zasp・ハギ属の1種（Legummosaeマメ科）
Cr,Exam.：5exs.，富．僧ケ岳，28－V－1998．
18.E『(01s(S”α"”s)加"加s(Roelofs,1874）ケシルリオー トシブミ［2/2/4］
Hp:Qz極""sノα""jcaBl，クマシデ（Betulaceaeカバノキ科）
Cr・Exam.：3exs.，富．片貝川，28－V-1998；lex.，馬場島,4－V1-1998．
Hp:Rosa〃畑/"β”αThunb・ノイバラ（Rosaceaeバラ科）
Cr，Exam.：lex.，富．片貝川，29－1V-1998;3exs.，同産地,4－V-1998；7exs.，28－V-1998
19.E"”s(S)り2αが0，s)〃"IC/ams伽α加s(Motshulsky,1860）ルリオトシブミ
Hp:Rﾉz〃sα"かgZfaLavalLexDipp･ツタウルシ（Anacardiaceaeウルシ科）
Cr､Exam.：2exs.，富．有峰,31－V-1998．
＊Hp:JWz〃s耐c肋“ﾉ"Miqヤマウルシ（Anacardiaceaeウルシ科）［Uehara＆Suzuki，準備中三
Cr,Exam.：1ex.，岐・大多和峠，l1-VII-1998；1ex.，石．瓢箪山，8－VIII-1998・
Hp:R2w"z師αノα”"mHoutt・イタドリ（Polygonaceaeタデ科）
Cr・Exam.：2exs.＃，富．僧ケ岳，l3-VI-1998；lex.，白木峰，l2-VII-l998；llexs.，長．大石､，5－V11-
1998；lex.，横谷，5－VII-l998;2exs.，岐・大多和峠，ll-VII-1998;2exs.，石．瓢箪山，8－VIII-l993・
Hp:R2y”"加asachα/〃g7zsis（Fr，Schm)Nakaiオオイタドリ（Polygonaceaeタデ科）
Cr・Exam.：l1exs.，富．馬場島，l9-V-1998;4exs.，同産地,21－V-1998;2exs.，21－V-1998;2exs.，28
－V1-1998;9exs.，22－VⅡ1-1998；l7exs.，芦‘除寺,23－V-1998；1ex.，僧ケ岳，l3-VI-1998
Hp:Ro〔ZgP応ね釦(んPﾉzy"αAGrayヤグルマソウ（Saxifragaceaeユキノシタ科）
Cr・Exam.：4exs.，富．馬場島，21－V-1998;2exs.，同産地，27－V-1998；lex.，4－V1-1998.
20.＆"PS(S)りzα〃”s)sルノ”""sVoss,1930カシルリオトシブミ
Hp:WIS/”jαβ0"6""”(Willd.）DC，フジ（Legumlnosaeマメ科）
Cr,Exam.：lex.，富．二上山，7－V-1998;2exs.，伊折，19－V-1998．
Hp:匙y7"zaf加αノα""jmHoutt､イタドリ（Polygonaceaeタデ科）
Cr・Exam.：6exs.，長．富士見高原，7－V1-1998；lex.，岐・大多和峠，l1-VII-1998
Hp:Z"た0”s"γα/a（Thunb.）Makinoケヤキ（Ulmaceaeニレ科）
Cr,Exam.：2exs.，富．二上山，7－V-1998.
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表2富山県下に生息するヒメコブオトシブミとカシルリオトシブミの食用植物
Edibleplantsoftwoattelabidspecies，P/z”“α加庇ｿWsazzﾉ“sand
E〃0ヵs(Swza〆”s)s〃"峨血s,inToyamaPref,CentralHonshu,Japan
食用植物（Ep:Edibleplant）名の後に，採集した成虫の数（AdExam.：adultsexamined)，採集年月日
を記した．ここに挙げた食用植物とは，野外で成虫による摂食を確認しているが，揺藍形成を確認していない
ものである．※印付きの成虫データについては，上原・鈴木（1998a,c）に挙げたものであるが，ここでは食
用植物の記録として訂正するとともに再記した．＊印付きの食用植物は，筆者らが別稿（鈴木・上原，投稿中）
で新たに記録したものである．産地名の詳細は，表lを参照されたい
1．P"y脚α加加｡"〃Spa”"sVoss,1926ヒメコブオトシブミ（オトシブミ亜科）
Ep：Z"た”as"””（Thunb.）Makinoケヤキ（Ulmaceaeニレ科）
Ad，Exam.：3exs.※，富．三田，6－V-1997；2exs.，同産地，22－1V-1998；3exs.，25－1V-1998；3exs
※，栃折峠，18－V－1997．
2画j”s(Sy”Pmps)s〃御城血sVoss，1930カシルリオトシブミ（アシナガオトシブミ亜科）
Ep：A“γspカエデ属の一種（Aceraceaeカエデ科）
Ad・Exam.：lex．※，富．伊折,28－V-1997．
Ep:Vi6〃"加加〃〃α加加Thunb,exMurrayガマズミ（Caprifoliaceaeスイカズラ科）
AdExam.：lex．※，富．古沢，3－VII-1997．
＊Ep：Aﾉイe”sia加伽加岬(Nakai)Pamp・ヤマヨモギ（Composltaeキク科）（鈴木・上原，投稿中）
Ad､Exam.：20exs.，富．芦嶋寺，19－VII-l998;25exs.，同産地，1－VIII-1998．
＊Ep:S花離s舵c師α”彫"/α"sL､subsp.”bcs"ﾉs(Makino)Kitam・メナモミ（Composltaeキク科）（鈴木”
上原，投稿中）
AdExam.：l0exs.，富．芦嶋寺，l-VIII-1998
＊Ep:Ra6”sjα／伽gi伽6α(Miq.）Haraアキチョウジ（Labiataeシソ科）（鈴木・上原，投稿中）
Ad,Exam.：2exs.，富．芦崎寺，1－VIⅡ-1998．
＊Ep:Ra6d0sia師c肋cαゆα(Maxim.）Haraクロバナヒキオコシ（Labiataeシソ科)(鈴木・上原，投稿中）
AdExam.：2exs叩冨.芦嶋寺,19-VII-1998;4exs.，同産地,l-VIII-1998;5exs.，l5-VIII-l998;lex韓
石．瓢箪山，8－VIⅡ-1998．
＊Ep:Rtz6伽sia況畑6,sα(Maxim.）Haravar./2砿α加加(Murai)Haraカメバヒキオコシ（Labiataeシソ科〉
Ad・Exam.：4exs.，岐・三方岩岳,8－VIII-l998
＊Ep:Ra6伽smsp，ヤマハッカ属の1種（Labiataeシソ科）（鈴木・上原，投稿中）
AdExam.：3exs.，富．芦峻寺，1－VⅡ1-1998．
Ep：Rob”jaPs“伽“αααL・ニセアカシア（Leguminosaeマメ科）
Ad､Exam.：lex.※，富．城山，19－V-1997．
＊Ep:C"c“α〃"ﾉ"sSiehetZucc・ミズタマソウ（Onaglaceaeアカバナ科）（鈴木・上原，投稿中）
Ad・Exam.：7exs.，富．芦暁寺，l-VIII-1998
＊Ep:02”ﾉﾙ”α2がhγ0s妙α/αBorbasオオマツヨイグサ（Onaglaceaeアカバナ科）（鈴木・上原，投稿中＞
AdExam.：lex.，富．芦崎寺，1－VIII-1998．
＊Ep:F2応icα"ααCs抑aOhkiウナギツカミ（Polygonaceaeタデ科）（鈴木・上原，投稿中）
Ad・Exam．：lex．，l5－VIII－1998．
＊Ep:PC応i“"α/α”r〃ん"α(L､）S・EGrayオオイヌタデ（Polyg'maceaeタデ科）（鈴木・上原，投稿中）
AdExam.：2exs.，富．芦嶋寺，l-VIII-1998・
Ep：Ca/"”γ”畑0/"sSieb・etZucc・ヤブムラサキ（Vervenaceaeクマツヅラ科）
Ad,Exam.：1ex．※，富．三田，27－1V-1997．
＊Ep:V"isco“e"“PulliatexPlanch，ヤマブドウ（Vitaceaeブドウ科）（鈴木・上原，投稿中）
Ad,Exam.：2exs.，富．芦崎寺，l9-VII-l998;3exs.，岐．三方岩岳,8－VIII-1998．
112
本州中部地方に生息するオトシブミ類（鞘趨目，オトシブミ科）の寄主動物（Ⅱ｝
表3．日本産オトシブミ類の寄主植物選好性
Table3．HostplantpreferenceintheJapaneseAttelabidae
各種の和名の後の［］内に，本報告を含めた既知寄主植物の科数と種数を示した．鈴木・上原（1997a）
で示した数字は，文献記録の集約が必ずしも十分でなかったため修正を施し，さらに鈴木・上原（1997b）お
よび上原・鈴木（1998a）に挙がっていないものを新記録として扱った．現時点における当該種の既知寄主植
物の総数としてもっとも信頼できる数字であると考えられたいただし，ここでは，本論文中で議論した寄主
植物と食用植物の区別はしていない．種名の後の（）内に示したApとAtは，それぞれオトシブミ亜科
（Apoderinae）とアシナガオトシブミ亜科（Attelabinae）の略である．（鈴木・上原，l997a,b，1998投稿中
上原・鈴木，l998a,cおよび未発表データに基づいて作成）
しばしば同属に属する複数の植物種を利用するものにま単食性monophagy：単一の植物種を利用することしばしば同属に属する複
で適用される．次の2亜群に分ける．
MA：単一の植物種に寄生すること．これに相当する日本産オトシブミ類は存在しない
MB：単一属の複数の植物種に寄生すること．
エゴツルクビオトシブミC火7m"αchg/"sﾉ霞02/0八j(Haro1.,1877）（Ap）［1/l/2］
狭食性oligophagy：1つの科の複数の属の多数の植物種を利用すること3未満の科のきわめて限ら
物種を利用するものにも適用される．次の2亜群に分ける．
OA：単一科の複数属の植物種に寄生すること
ナラルリオトシブミ＆101s(Sy"α"01s)ル0"0/SawadaetMorimoto,1985(At）［1/2/5＜］
OB：3未満の科の植物種に寄生すること（しばしば分離狭食性disjunctoligophagyと呼ばれる)．
ムツモンオトシブミA加虚"zs(L”/α加""s)か““"2"sSharp，1889(Ap)[2/8/14］
ゴマダラオトシブミPαﾉ”/α加Jgﾉ7/s(Agひ"!α血ﾉ"ﾉ“)”ﾉ伽"s(Vollenhoven，1865）（Ap）［2/4/7＜差
ヒメゴマダラオトシブミPα'”/α""どれ{s(Pαﾉ”/α加火"zs)Uα"”Ixg"”(Roelofs,1875）（Ap)[2/5/6］
オオコブオトシブミP〃j'"zα/0α加血"《ss"加ﾉ72α/"s(Sharp，1889）（Ap)[2/2/3］
アシナガオトシブミP/zね/0虚sﾉ郡β”misRoelofs，1874(At）［2/3/9＜］
ハギルリオトシブミaIops(Sjりzα"01s)”sp“fz“/2s〆咋za2Sharp，1889(At）［2/3/5］
ケシルリオトシブミ＆I0ps(SJwα"”s)“"加s(Roelofs,1874）（At）［2/2/4］
広食性polyphagy：3以上の科の多数の植物種を利用すること．次の3亜群に分ける．
PA：3～5科の植物種に寄生すること
ナミオトシブミA加虚ms(A加｡“fs)たk"〃Roelofs,1874(Ap）［5/9/23＜］
ヒメコブオトシブミPﾉzy脚α/α加"f"js”'"zsVoss，1926(Ap）［3/3/7］
アカクビナガオトシブミPαノロ"7"ﾉりc”I""s7"〃/"/"s(Roelofs,1874）（Ap）［3/7/13＜］
ルイスアシナガオトシブミH､"/CO/α伽s(H､"/、ｲα伽s)ん”s〃(Sharp，1889）（At）［4/5/5＜］
ビロー ドアシナガオトシブミ戯ﾉ"αm/α6"s(Ca/0/α6"s)〔w"”s(Roelofs，1874)［4/6/9＜］
コブルリオトシブミa(0，s(KO伽s)""0，s)加s加/0s"sSharp，1889(At）［3/3/3＜］
PB：6～10科の植物種に寄生すること
ウスモンオトシブミA釦咋"‘s(L”/α""2ﾉ7〔s)6α"“/"sRoelofs,1874(Ap）［6/7/7］
キイロヒゲナガオトシブミPαﾉrz”ch2/”/""1s加叩s(Roelofs,1874）（Ap）［10/10/11］
ヒゲナガオトシブミP”αかzzc"2ﾉ0帥aws/”97〔w7"s(Roelofs,1874）（Ap）［7/8/1]］
ルリオトシブミ＆”s(S”α"Ops)”""α/0s”α"(s(Motschulsky，1860）（At）［7/8/11＜］
PC：11～20の科の植物種に寄生すること
ヒメクロオトシブミA加"g"4s(COﾉ"，sα加虚"")のy/〃0部s花γVollenhoven，1865(Ap)[11/26/50＜三
セアカヒメオトシブミA加咋"【s(CO脚，sα加｡Pγ"s)gE畑”zsSharp，1889(Ap）［14/32/64＜］
カシルリオトシブミafops(Sy7""”s)s此”血sVoss,1930(At）［15/20/31］
PD：21以上の科の植物種に寄生すること
ウスアカオトシブミA加庇畑s(L2〃a加咋"fs)畑"”sMotschulsky，1860(Ap）［29/45/63＜］
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3未満の れた植
